
「消費生活センターからオンライン中継！  

トラブル事例から学ぶ 契約の基礎」（ハイブリッド授業） 
 

 
 

 

 

１ 単元の指導目標 

 ⑴ 消費者の権利と責任を自覚して行動できるように、意思決定や契約の基礎を理解すること

ができる。 

 ⑵ 自立した消費者として生活情報を活用し、責任ある消費について問題を見出し、解決策を

考え実践し論理的に表現するなど、適切な意思決定に基づいて行動することができる。 

 ⑶ よりよい社会の構築に向けて、様々な人々と協働し課題を解決へ向けて主体的に取り組み、

自分や家庭、地域の生活向上を目指して実践しようとする態度を養う。 

 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・消費者の権利と責任を自覚

して行動できるよう、現状と

課題や意思決定について理解

しているとともに、契約の重

要性や消費者保護の仕組みに

ついて理解を深めている。 

・自立した消費者として、責任

ある消費について問題を見出

し、解決策を構想・実践し学習

した内容を課題改善へ向けて

論理的に表現することができ

る。 

・よりよい社会の構築に向け

て、課題の解決に主体的に取組

み、消費者市民の一員として自

分や家庭、地域の生活の充実向

上へ向けて実践しようとして

いる。 

 

３ 指導計画事例 （７時間分） 

※評価の観点 【知】知識・技能【思】思考・判断・表現【主】主体的に学習に取り組む態度 

 学習内容 学習活動 ／ 【】は評価 

１ 
・広告等の見方と消費者の権利と責任 

・不当表示広告調査指示（冬休み課題） 

・ネット広告等の中に誤認表示等が紛れている

ことを知り、調査の意義と方法を理解する（＊

消費生活課職員とオンライン中継）。【知】 

２ ・販売、支払方法の多様化 
・三者間契約と、支払方法多様化に伴うトラブ

ルや注意点を知る。【知】 

３ 
・調査を振り返らせる 

・契約の基礎と消費者保護（本時） 

・消費生活相談員からトラブル事例と契約の基

礎を考える（＊消費生活相談員とオンライン中

継）。【知】【思】 

４ ・社会とのつながりと消費者市民社会 ・自立した消費者について理解を深める。【知】 

５ 

６ 

・消費者市民として学校内外へ発信する

取組を企画、準備 

・これまでの学習から、校内外へ消費生活に関

するトラブル防止や啓発方法を構想し、媒体（標

語、動画など）をグループで作成する。【思】【主】 

７ ・発表とまとめ 
・発表から自立した消費者として一連の活動に

ついて考察する。【思】 
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４ 授業実践（本時の学習内容） 

題材名「トラブル事例から学ぶ 契約の基礎」（オンラインハイブリッド授業） 

 ⑴ 指導目標 

  ・ 契約の基礎をトラブル事例や法制度から理解させる。 

 ・ 相談員による講義を通じて、社会保障が身近なものであり消費者としての権利と義務を  

  自覚させる。 

 

 ⑵ 本時の展開（３／７時間）チームティーチング T1：教師／T2：相談員 

※評価の観点 【知】知識・技能【思】思考・判断・表現【主】主体的に学習に取り組む態度 

 時間 学習内容 学習活動 指導上の留意点／〇評価 

導

入 

5

分 

・不当表示広告調査の

振り返り 

・振り返りから、消費者の権

利と責任を自覚する。 

T1：調査の意義から社会貢

献に携わることができたと

自覚させる。【思】 

 

展 

 

 

 

開 

 

 

35

分 

  

*

オ 

ン 

ラ 

イ 

ン 

中 

継 

 

 

・契約の基礎（成立条

件、権利と義務） 

 

・最新のトラブル事例 

 

・成年年齢引き下げの

影響 

 

・消費生活センターの

役割と消費者保護 

 

・契約成立とクーリング・オフ

を正しく知る。 

 

・消費者トラブルが身近なも

のであることに気付く。 

・未成年取消しができないこ

とから契約の重要性の理解を

深める。 

・消費者保護としての法律や、

消費生活センターの役割を知

る。 

 

 

T2:契約の成立と解消（クー

リング・オフ等）のルールを

理解させる。【知】 

T1：消費者トラブルが身近

に起きる可能性があること

を認識させる。【思】 

T2:相談員からのトラブル

事例から被害や消費者保護

が身近なものとして考えさ

せる。【知・思】 

＊相談員と教員が適宜話を

できるように配慮する。 

ま

と

め 

10

分 

・まとめと振り返り ・本時の振り返り 

・理解したことをワークシー

トに記入する。 

T1:ポイントを繰り返す 

・契約の重要性やトラブル

にあった時の問い合わせ先

を理解できるようにする。 

【思】 

 ⑶ 教材 

  スライド資料（PowerPoint 資料）、ワークシート 

 

 ⑷ 課題・考察 

  ・ 学校の ICT 環境が不十分（ネット切断等が頻回）、生徒の ICT 授業の経験が少ない。 

  ・ 相談員の専門性を活かし、授業時数を確保する点においてハイブリッドは有効であった。  

  ・ オンラインではあったが生徒は程よい緊張感と新鮮さを持って授業に臨むことができた。  

  ・ チャットを活用し生徒自ら講師へ質問でき、回答の共有も速やかに行うことができた。 

学習課題： 

契約の基礎と重要性と、消費者保護の仕組みを地域のつながりから理解する 
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